
ＳＩＰの成功要因
ＳＩＰは４年目を迎え、事業化・実用化に向けて大きな成果を上げている。
⇒従来の国家プロジェクトとは大きく異なる、下記の制度が成功要因

1. 総合科学・イノベーション会議（CSTI）が、日本の経済社会の発展・産業競争力
にとって重要な課題をトップダウンで選定

2. 出口戦略を重視。基礎研究から事業化・実用化まで、一気通貫で研究開発を推進

3. 府省庁連携、産業界が主導して本気で取組む産学官連携体制を構築

4. 日本を代表する一流のプログラムディレクター（ＰＤ）に権限を集中

5. 課題や目標をフレキシブルに変更。第５期科学技術に対応して、Society 5.0への
取組みを強化

6. “新市場創出等による研究開発投資の回収計画”も指標の一つとし、毎年度厳格な
評価を実施。結果を翌年度の予算配分に反映



残り1年半、
当初の目標を
超える成果を期待
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